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■Ｖｅｒ９.０.０の留意点 
Ｖｅｒ９００ではいくつかの留意点があります。［主として『まい・給付』まわり］ 
 
（１）多くのサービスで単独加算が増えましたので、単独加算サービス登録画面でサービスと加算を選

択する方式に変えています。ここで算定できる加算は、訪問介護(11)、訪問看護(13)、訪問リハ(14)、
通所リハ(16)、定期巡回・随時対応型訪問介護看護(76)、小規模多機能型居宅介護(73)、複合型サー

ビス(77)です。要支援の利用者でも同じサービス画面が表示されますが、単独加算があるサービス

は、予防訪問介護(61)、予防訪問看護(63)、予防訪問リハ(64)、予防小規模多機能型居宅介護(75)
です。 
単独加算は同時に算定できないものなどがありますが、あまり厳しいチェックは行っておりませ

ん。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
（２）訪問介護(11)の身体介護２０分未満(１７０単位)は、日中算定するためにはいくつかの要件が必要

です。利用者や事業所が要件を満たしていることをご確認の上、使用してください。 
   また、生活援助や身体生活は時間の区分が変わっています(２５分きざみなど)ので、必ず、単位数

や６桁コードを確認してください。･･６桁コードの一覧は弊社ホームページに上げています。 
（３）通所介護(15)は時間の区分が変わっています。 
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（４）介護予防通所介護(65)、介護予防通所リハ(66)などでは同一建物に対する減算(要支援１で－３７

６単位)などがあり、月途中での利用開始・終了などで、契約日数が５日以下の場合は、単位数全体

がマイナスになってしまう場合があります。他にもこのようなパターンがありますが、このような、

単位数全体がマイナスになるような場合は０(ゼロ)までの減算で終わりになります(平成 24 年 3 月

16 日Ｑ＆Ａ問 132)。 
   ▼ 

このような場合は、サービス事業所の国保連への請求もありません(･･従って、給付管理票もあり

ません)ので、スケジュール画面でサービスそのものを削除してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

サービス単位数がマイナスにな

る場合、サービスを削除してく

ださい。 
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（５）居宅介護支援費の運営基準減算は２カ月目からは１００％減算となり、結果、居宅介護支援費を

請求できなくなります。しかし、その利用者も給付管理票を作成する必要はありますので、その場

合でも、『給付』では通常どおりに締め処理をしてください。 
そして、給付管理票は通所どおりに作成して、居宅介護支援費の請求では、その利用者のチェッ

クを外してＣＳＶを作成してください。 
 

運営基準減算２カ月目の利用者のチ

ェックを外して請求データを作成し

ます。 


